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＜共通の設定＞ 
以下の手順 8～10 を行います。これらはチャンネルや CARD_ID 問わず共通項目になります。 

 

  
＜手順 8：取り込み周期の設定＞ 
ポーリングにおける取り込み周期(msec)を設定します。リングバッファ使用時であっても、開始前のフリーランはこの値を使います。値は 10msec～

240000msec（4 分）の間で設定できます。理論通り動作する最小サンプリング時間は機種や仕様環境により異なります。 
 

＜手順 9：リトライ周期＞ 
ロスト（電源遮断や通信途絶などで応答が無い）した ADXⅢ***をリトライ（再接続）を試みる間隔を指定します。この値×取り込み周期がリトラ

イ間隔（時間）になります。リトライに失敗すると、応答しない時間が生じるので、数値が短いと測定を阻害し、長いと復旧までの時間が長くなります。 
 

設定の反映 
“閉じるボタン”で本ダイアログを閉じて、メイン画面に移行すれば設定は速やかに反映されます。但し、これまでの設定値はまだ、メモリ上にあるだけで

す。これらを設定ファイルに反映するには一度アプリケーションを終了させる必要があります。メイン画面で、終了ボタンをクリックして終了させます。この

時、終了時に現れるダイアログ“校正値を含む設定データを保存しますか”が出ますので、必ず、“はい(Y)”をクリックしてください。 
 

 
 

設定ファイルのバックアップ 
校正値を含む設定データは ConfMlt.scp というファイルです。これらのファイルをバックアップしておくことで万一に備えられます。 

 

5.初期化 (設定 2) 
 

設定 2 ダイアログ 
前章の設定 1 は CARD_ID 毎、更に各チャンネル毎の信号調節に関する設定が主ですが、この設定 2 は、それ以外の周辺機能に関する設定を

行います。“設定 2”ボタンをクリックして下さい。以下のダイアログがポップアップします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜測定の詳細設定＞ 
ショートファイル転送 CSV ログファイルは各チャンネル 4096 サンプル蓄積して FTP 転送するので時間がかかります。このチ

ェックを ON にすると 64 サンプル単位の短いショートファイルを生成して FTP 転送しますので、リアルタ

イム性の高い用途に有効です。（通常の CSV ログファイルの FTP 転送も平行処理されます）このショ

ートファイルは固定ファイル名 shot_file.csv または short_file.bin で常時上書きされるので過去

のログは存在しません。頻繁すぎるアップロードは FTP サーバーで遮断される原因になります。サーバー

によりますが 10 秒以上の間隔は最低必要です。 
 

ショートファイル CSV(ASCII)モード 前記、ショートファイルを CSV 形式にする場合 ON、バイナリ形式にする場合 OFF です。 
 

DI 値を CSV に保存   CSV ログファイルに、デジタル入力(DI0-15)を加える場合チェックしてください。 
 

インフラサウンドモード   インフラサウンドセンサーADXⅢINF01/ ADXⅢINF04 を使用する場合 ON にします。 
 

アラームメール/CARD_ID0 のみ  アラームをメールで送信する場合チェック。メール転送設定は、MultiLoggerX3 起動時に同時に立

ち上がる ADioxSmtpModule.exe にて行います。 
 

CSV ヘッダーを有効化  CSV ログファイルにはタイトル、プロジェクト名、信号名のヘッダ情報が先頭 3 行分入りますが、このチ

ェックを OFF するとヘッダをスキップします。（ファイル連結ではヘッダが邪魔になるので） 

 

必ず“はい（Y）”をクリックしてください。設定データが保存されます。 
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設定は上記の 3 ブロックから構成されます。 

 
送信先設定 メールの送信先のメールアドレスを、最大 4 件まで登録できます。 
送信元設定 送信元のメールサーバの設定です。内容は一般的な SMTP メールの設定内容と同じです。 
トリガイベント設定 メールを送るきっかけとなるトリガイベントの設定を行います。一番上の＜＜＞＞でアラーム要因を指定します。アラーム要因

は AI0～7（アナログ入力）、CTC0～3（カウンタ入力）の計 13 項目あります。（DI アラームは現在使えません） 以下の 3
つの設定内容は、この 13 項目そろぞれに設定します。 
：アクションでアラーム要因がアラーム状態になったときメールを送るか否かを設定。 （アラームメール ON/OFF を切り替えます） 
：件名は、メールの件名になる項目です。 
：本文は、メールの本文になる項目です。 

 
設定を保存して終了する場合“保存終了”ボタン、設定を保存せず終了する場合、“キャンセル”ボタンをクリックしてください。 

 

7.プロジェクト設定 
 

“プロジェクト”ボタンをクリックすると以下のダイアログが現れますので必要事項を記入してください。この内容は CSV ログファイルに反映されますので、

後で参考する際などに使用できます。設定２の“CSV ヘッダーを有効化”のチェックを外すと、CSV ログファイルには反映されませんが、最後のコメント

文が、ファイル名に追加されますので FTP 転送などで識別用に使えます。FTP 転送に使うので、この場合コメントは半角英数字にしてください。 

 
 

8.運用（計測とログ） 
 

初期化作業が済んでしまうと運用に必要な操作はわずかで、とても簡単です。 
 

測定開始  “測定開始”ボタンをクリックするとボタン名称が“停止”に変わり、トレンドグラフ描画、CSV データログー動作を開始します。

測定中は“プロジェクト”、“設定 1”、“設定 2”、“カウンタ初期化”ボタンはグレーアウトになります。 
 
 停止  “停止”ボタンをクリックしてください。“測定開始”ボタンに変わり、トレンド、CSV データロガー動作を停止します。 
 
 警報音を消す “警報停止”ボタンをクリックしてください。警報再生を中止し、ボタン名称は“警報開始”に変わります。 
 

警報音を有効にする 警報停止中、警報を有効にしたい場合、“警報開始”ボタンをクリックしてください。名称は“警報停止”に変わります。 
 

ログを見たい “CSV データ一覧”ボタンをクリックすると、エクスプローラが稼動し CSV ログファイル保存フォルダが開きます。 
 
 CARD_ID を変更 計測表示やトレンド表示を別の CARD_ID にするには、“+/-”ボタンをクリックして、目的の CARD_ID とします。 
 

 
 
  

チャンネルステータス 
(2 行で 1ch です。上からアナログ入力 0～7ch、カウンタ 0～3ch に順番です) 
(1ch の内訳は、上段が名称、下段左が測定値（指示値）、下段右がカーソル値です) 
(カラーマークはトレンドグラフの配色を表します) 

ステータス 
(上段からキャッシュデータ数&通信エラー数、2 行目が段ディスクエラー及びバッテリアラート) 
(3 行目段が 16 進表示の DI 値と、4 行目がポーリングの測定間隔、5 行目が FTP 転送状態) 

トレンドグラフ 
縦軸が計測値、横軸が時間（左が過去）です。横軸 1 ピクセルが測定間隔で

す。アナログ 8ch、カウンタ 4ch のトレンドグラフはチャンネルステータス右端の

色で色分けされて表示されます。トレンド部分をクリックすると、その実測値がチ

ャンネルステータスのカーソル部分に表示されます。 
CARD_ID 切替部 
(+/-で CARD_ID を切り替えます。中央に IP アドレスが表示されます) 
(記録は全 CARD_ID で行われますが、表示はこの CARD_ID のみ有効です) 

CARD_ID の状態モニタ 
(数値表示又は○＝接続、×切断、-未登録) 
(↑の数値はバッテリ残量%を表します) 

主操作部 

操作部(設定) 時刻表示部 

GPS 時刻表示部（ADXⅢ-INF***） 
緊急地震速報(特殊仕様のみ) 
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アラーム発生時 下のように測定値が赤色に変わり、警報音が鳴ります。測定値の横には（：警報） 

のテキストが追加されます。アラーム状態が解消しても数秒程度赤色表示が続く場

合があります。また警報音は、現在アクティブ（表示されている）になっている画面の ID
の警報のみが有効になります。 

 
 
 
 
 インフラサウンドモードの場合 

ADXⅢINF01 ではデフォルトの設定ファイルで、AI0-5 に、加速度 X、加速度 Y、加速度 Z、騒音 Z、

気圧、1PPS、また CTC0-2 にインフラサウンド DC、インフラサウンド AC、インフラサウンド（チャンバ）温度が

予め割り当てられています。ADXⅢINF04 ではデフォルトの設定ファイルで、AI0-5 に、加速度 X、加速

度 Y、加速度 Z、インフラサウンド HF、電源電圧、1PPS、また CTC0-1 にインフラサウンド LF、インフラサウ

ンド温度が予め割り当てられています。いずれもデフォルトで GPS オン状態です。 
 

CSV ログファイル 
アプリケーションフォルダ下の LogFile フォルダに CSV ログファイルが保存されます。この CSV ファイルはアナログ入力 8 チャンネル、カウンタ/インフラサ

ウンド入力 4 チャンネル、デジタル入力のうち有効なチャンネルを保存します。データは 4096 サンプル毎に 1 ファイルにまとめます。設定 1 でセンサー

種別を"未使用"にした場合、設定 2 で DI ログを行わない設定にした場合、該当チャンネルは記録されません。ファイル名には以下の命名規則があ

ります。（赤字は変数） 
   LogFile¥YYYY_MM_DD¥IDii_hh_mm_ss.csv 

（ii=CARD_ID 番号、YYYY=年、MM=月、DD=日、hh=時、mm=分、ss=秒） 
 

CSV ファイルの中身は次の通りです。 

 
 

4 行目以降が実際のデータで、設定 2 で“CSV ヘッダーを有効化”のチェックを off すると先頭 3 行のヘッダがカットされます。データ数が 4096 サン

プルに満たないでアプリを終了させた場合には、サンプル数は残留サンプル数に調整されます。 
 

1 行目  タイトル 
2 行目  プロジェクト名、担当者名、コメント 
3 行目  測定名称 
4 行目以降 実際のデータ（左から時分→秒(小数点 2 桁)→各信号の順番に並びます。各信号は左からアナログ入力 0～7、 

カウンタ／インフラサウンド入力 0～3、デジタル入力の順番に並びます。（有効な信号のみ）4-20mA や熱電対がバーンアウ

ト時には測定値は---になります。 
インフラサウンドの場合、次のように測定データ末尾に GPS 時刻が記録されます。これらは UTC 時刻です。先頭 2 列の時刻、ファイル生成時刻は

PC 時刻なので、GPS 時刻とは差があります。 
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